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【研究の背景・目的】 

有機合成や高分子合成などの物質変換化学は一

定の成功を収めつつも、期待されるレベルの高さ

からみればまだ極めて不満足な状態にあり、さら

なる進歩を実現するためには、様々な金属の特徴

を生かした、斬新な分子設計に基づく新規触媒の

開発が極めて重要な鍵となっている。希土類金属

は、従来の触媒、反応試剤開発において広く用い

られてきた典型金属や d-ブロック遷移金属とは異

なる独特の性質をもっており、従来の触媒にはな

い新しい物質変換機能の発現が期待される。本研

究では、提案者がこれまで独自に進めてきたカチ

オン性希土類錯体触媒や希土類ヒドリドクラスタ

ーなどの研究をさらに深化・発展させると共に、

d-ブロック遷移金属や典型金属との異種金属混合

型錯体へも展開させ有機金属化学の新しい研究領

域を開拓し、従来の触媒では実現困難な新規物質

変換反応や高選択的かつ高効率的な精密重合／共

重合反応、精密有機合成反応などの開発を目指す。 
 

【研究の方法】 

様々な補助配位子を有する希土類ジアルキル錯

体を合成し、それらをカチオン性アルキル錯体へ

と変換し、様々なオレフィン類の重合／共重合反

応について詳細に検討するとともに、アルキンや

アルケンのカルボメタル化反応などについても検

討を行い、精密有機合成への展開を図る。また、

得られた希土類ジアルキル錯体を水素と反応させ

ることによって対応するポリヒドリド錯体を合成

し、さらにこれらのヒドリドクラスターなどをベ

ースに様々な異種金属多核錯体の合成を行い、多

金属間の協奏機能を開拓することによって、従来

の単核錯体では実現困難な新規物質変換反応の開

発を目指す。さらに、本研究で開発される新しい

構造をもつ有機ポリマー材料を始めとする新規物

質群の物理・機械・光学特性などについても検討

し、新機能材料の開発へも展開する。 

 
【期待される成果と意義】 

 本研究で開発するカチオン性希土類アルキル錯

体は、酸化状態が変わりやすい多くの d–ブロック

遷移金属では実現できない真の「シングルサイト」

重合触媒の構築が可能である。一方、多核希土類

ヒドリドクラスターや希土類と d-ブロック遷移

金属などを合わせもつ異種多核金属アルキルまた

はヒドリド錯体は、隣接同種または異種金属によ

る特異な協同効果が発揮できかつ高い反応性を有

する、これまでにない新しい反応場の提供が期待

できる。本研究が成功すれば、有機金属化学、触

媒化学、高分子化学、有機合成化学などの基礎化

学の新たな発展に大きく寄与するだけでなく、本

研究を通じて開発される新触媒、新反応及び新規

有用物質は化学産業の発展にも貢献できると期待

される。 
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2535–2545. 
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Hou, "Isoprene Polymerization with Yttrium 
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【研究期間と研究経費】 

平成２１年度－２５年度 
１６３,６００千円 

ホームページ等 
http://www.riken.jp/lab-www/organometallic/
index.html  
houz@riken.jp 
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